しゃえい じょう 

舎 衛城は 人口の 多い 都で ある。 が、 城の 面積 は 人 

口の 多い 割に 広く はない。 従って また 厠溷も 多く はな 

い。 城 中の 人々 は そのため にたいて いは わざわざ 城外 

へ 出、 大小便 をす る ことに 定めて いる。 ただ 波 羅門ゃ 

剎帝利 だけ は 便器の 中に 用 を 足し、 特に 足 を 労す る こ 

と をし ない。 しかし この 便器の 中の 糞尿 もどう にか 

しま つ 

始末 をつ けなければ ならぬ。 その 始末 をつ ける のが 

じょ ふん にん 

除 糞 人と 呼ばれる 人々 である。 

もう 髪の 黄ばみ かけた 尼提 はこう 言う 除 糞 人の 一 人 

である。 舎衛 城の 中で も 最も 貧しい、 同時に 最も 心身 

しょ-つじよ-つ 

の 清 浄に 縁の 遠い 人々 の 一 人で ある。 



も その 何もの たる か は 尼提の 知っている ところではな 

い。 ただ 彼の 知ってい るの はこの 舎衛 国の 波 斯匿王 さ 

え 如来の 前に は 臣下の ように 礼拝す ると 言う こと だけ 

きゅうこ どく ちょうじゃ ぎおん しょうじゃ 

である。 あるいは また 名高い 給 孤独 長者 も 祇園 精舎 

ぎだ ど-つじ えんえん お-つ ごん 

を 造る ために 祇陀 童子の 園苑を 買った 時には 黄金 を 地 

に 布いた と 言 うこと だけで ある。 尼提 はこう 言 う 如来 

ふんき せお は 

の 前に 糞 器 を 背負った 彼 自身 を羞 じ、 万が 一 にも 無礼 

のない ように 倉皇と 他の 路へ 曲って しまった。 

しかし 如来 は その 前に 尼 提の姿 を 見つけて いた。 の 

みならず 彼が 他の 路へ 曲って 行った 動機 を も 見つけて 

いた。 その 動機が 思わず 如来の 頰に 微笑 を 漂わ させ 



なければ ならぬ。 しかし 今 は 幸いに も 無事に 如来の 目 

を晦 ませ、 —— 尼提 ははつ として 立ち どまった。 如来 

びし よ-つ 

は い つか 彼の 向う に 威厳の ある 微笑 を 浮べ たま ま、 

あんしょう 

安庠 とこ ちらへ 歩いて いる。 

尼 提は糞 器の 重い のを齔 わず、 もう 一度 他の 路へ 

曲って 行った。 如来が 彼の 面前へ 姿 を 現した の は 

ふかしぎ ぎおん しょうじゃ 

不可思議 である。 が、 あるいは 一刻も早く 祇園 精舎へ 

帰る ためにぬ け 道 か 何 かした のか も 知れない。 彼 は 今 

とっさ あいだ こんじん 

度 も 咄嗟の 間に 如来の 金 身に 近づかずに すんだ。 そ 

れ だけ はせ めても の 仕 合せで ある。 けれども 尼提 はこ 

う 思った 時、 また 如来の 向う から 歩いて 来る のに 喫驚 



うに 髪の毛 を 落して いる。 尼提は 長者の 来る の を 見る 

と、 路ば たに 立ち どまって 合掌した。 

「尼提 よ。 お前 は 仕 合せ もの だ。 一 たび 如来のお 弟子 

じょうじ じょうじ や つ こうど 

となれば、 永久に 生死 を 躍り 越えて 常 寂 光 土 に 遊ぶ 

ことが 出来る ぞ。」 

いんぎん 

尼提 はこう 言 う 長者の 言葉 にいよ いよ 慇穀に 返事 を 

した。 

「長者よ。 それ はわた くしが 悪かった 訣 では ございま 

せぬ。 ただ どの 路へ 曲っても、 必ず その 路へ お出に 

な つ た 如来が お 悪 か つたの で ござ いまする。 」 

きょうもん ちょう ほ う 

しかし 尼提は 経文に よれば、 一 6 に 聴 法 をつ づけ 



のち しょか 

た 後、 ついに 初果を 得た と言う ことで ある。 

(大正 十四 年 八月 十三 日) 
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